
○
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
二
十
八
条
の

三
の
規
定
に
基
づ
き
、
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
性
能
に
係
る
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
六
日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

田
中

俊
一

試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
性
能
に
係
る
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
十
五
条
）

第
二
章

試
験
研
究
用
原
子
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
（
第
十
六
条
―
第
三
十
九
条
）

第
三
章

研
究
開
発
段
階
原
子
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
（
第
四
十
条
―
第
四
十
八
条
）

第
四
章

ガ
ス
冷
却
型
原
子
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
（
第
四
十
九
条
―
第
五
十
四
条
）

第
五
章

ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
高
速
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
（
第
五
十
五
条
―
第
六
十
四
条
）

附
則

第
一
章

総
則
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（
適
用
範
囲
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
次
に
掲
げ
る
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

一

試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
（
船
舶
に
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
）

二

船
舶
に
設
置
す
る
軽
水
減
速
加
圧
軽
水
冷
却
型
原
子
炉
（
減
速
材
及
び
冷
却
材
と
し
て
加
圧
軽
水
を
使
用
す
る
原
子
炉

で
あ
っ
て
蒸
気
発
生
器
が
構
造
上
原
子
炉
圧
力
容
器
の
外
部
に
あ
る
も
の
を
い
う
。
）
で
あ
っ
て
研
究
開
発
段
階
に
あ
る

試
験
研
究
用
等
原
子
炉

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

「
放
射
線
」
と
は
、
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
総
理
府

令
第
八
十
三
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
試
験
炉
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
放
射

線
を
い
う
。
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二

「
管
理
区
域
」
と
は
、
試
験
炉
規
則
第
一
条
の
二
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
管
理
区
域
を
い
う
。

三

「
放
射
性
廃
棄
物
」
と
は
、
試
験
炉
規
則
第
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
放
射
性
廃
棄
物
を
い
う
。

四

「
周
辺
監
視
区
域
」
と
は
、
試
験
炉
規
則
第
一
条
の
二
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
周
辺
監
視
区
域
を
い
う
。

五

「
試
験
研
究
用
原
子
炉
」
と
は
、
前
条
第
一
号
に
規
定
す
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
（
第
九
号
及
び
第
十
号
に
規
定
す

る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。

六

「
研
究
開
発
段
階
原
子
炉
」
と
は
、
前
条
第
二
号
に
規
定
す
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
い
う
。

七

「
中
出
力
炉
」
と
は
、
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
平
成

二
十
五
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
二
十
一
号
。
以
下
「
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
第
八

号
に
規
定
す
る
中
出
力
炉
を
い
う
。

八

「
高
出
力
炉
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
九
号
に
規
定
す
る
高
出
力
炉
を
い
う
。

九

「
ガ
ス
冷
却
型
原
子
炉｣

と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
十
号
に
規
定
す
る
ガ
ス
冷
却
型
原
子
炉
を

い
う
。

十

「
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
高
速
炉
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
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冷
却
型
高
速
炉
を
い
う
。

十
一

「
安
全
機
能
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
安
全
機
能
を
い
う
。

十
二

「
安
全
機
能
の
重
要
度
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
安
全
機
能
の
重
要

度
を
い
う
。

十
三

「
通
常
運
転
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
通
常
運
転
を
い
う
。

十
四

「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
十
五
号
に
規
定
す
る
運
転
時
の

異
常
な
過
渡
変
化
を
い
う
。

十
五

「
設
計
基
準
事
故
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
十
六
号
に
規
定
す
る
設
計
基
準
事
故
を
い
う
。

十
六

「
多
重
性
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
十
七
号
に
規
定
す
る
多
重
性
を
い
う
。

十
七

「
多
様
性
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
十
八
号
に
規
定
す
る
多
様
性
を
い
う
。

十
八

「
独
立
性
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
十
九
号
に
規
定
す
る
独
立
性
を
い
う
。

十
九

「
燃
料
体
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
号
に
規
定
す
る
燃
料
体
を
い
う
。

二
十

「
燃
料
材
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
一
号
に
規
定
す
る
燃
料
材
を
い
う
。
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二
十
一

「
燃
料
の
許
容
設
計
限
界
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
燃
料
の
許

容
設
計
限
界
を
い
う
。

二
十
二

「
反
応
度
価
値
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
四
号
に
規
定
す
る
反
応
度
価
値
を
い
う
。

二
十
三

「
制
御
棒
の
最
大
反
応
度
価
値
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
五
号
に
規
定
す
る
制
御

棒
の
最
大
反
応
度
価
値
を
い
う
。

二
十
四

「
反
応
度
添
加
率
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
六
号
に
規
定
す
る
反
応
度
添
加
率
を

い
う
。

二
十
五

「
原
子
炉
停
止
系
統
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
七
号
に
規
定
す
る
原
子
炉
停
止
系

統
を
い
う
。

二
十
六

「
反
応
度
制
御
系
統
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
八
号
に
規
定
す
る
反
応
度
制
御
系

統
を
い
う
。

二
十
七

「
安
全
保
護
回
路
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
九
号
に
規
定
す
る
安
全
保
護
回
路
を

い
う
。
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二
十
八

「
安
全
設
備
」
と
は
、
設
計
基
準
事
故
時
及
び
設
計
基
準
事
故
に
至
る
ま
で
の
間
に
想
定
さ
れ
る
環
境
条
件
に
お

い
て
、
そ
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
に
よ
り
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
を
直
接
又
は
間
接
に
生
じ
さ

せ
る
設
備
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

イ

一
次
冷
却
系
統
設
備
そ
の
他
の
運
転
時
に
お
い
て
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
必
要
な
設
備
及

び
こ
れ
ら
の
附
属
設
備
（
原
子
炉
容
器
を
除
く
。
）

ロ

非
常
用
冷
却
設
備
（
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
安
全
保
護
回
路
、
非
常
用
電
源
設
備
そ
の
他

の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
の
際
に
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
す
る

上
で
必
要
な
設
備
及
び
こ
れ
ら
の
附
属
設
備

ハ

原
子
炉
格
納
容
器
及
び
そ
の
附
属
設
備

二
十
九

「
一
次
冷
却
材
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
十
三
号
に
規
定
す
る
一
次
冷
却
材
を
い
う
。

三
十

「
一
次
冷
却
系
統
設
備
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
十
四
号
に
規
定
す
る
一
次
冷
却
系
統

設
備
を
い
う
。

三
十
一

「
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
十
五
号
に
規
定
す
る
最
終
ヒ
ー
ト
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シ
ン
ク
を
い
う
。

三
十
二

「
冠
水
維
持
設
備
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
十
六
号
に
規
定
す
る
冠
水
維
持
設
備
を

い
う
。

三
十
三

「
試
験
用
燃
料
体
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
十
七
号
に
規
定
す
る
試
験
用
燃
料
体
を

い
う
。

三
十
四

「
カ
バ
ー
ガ
ス
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
十
八
号
に
規
定
す
る
カ
バ
ー
ガ
ス
を
い
う
。

三
十
五

「
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
十
九
号
に
規
定
す
る
原
子
炉
カ
バ

ー
ガ
ス
を
い
う
。

三
十
六

「
炉
心
冠
水
維
持
バ
ウ
ン
ダ
リ
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
に
規
定
す
る
炉
心
冠

水
維
持
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
い
う
。

三
十
七

「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
四
十
二
号
に
規
定
す
る

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
い
う
。

三
十
八

「
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
四
十
三
号
に
規
定
す
る
原
子
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炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
い
う
。

三
十
九

「
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
等
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
」
と
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
四
十
四
号
に
規
定

す
る
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
等
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
い
う
。

（
特
殊
な
方
法
に
よ
る
施
設
）

第
三
条

特
別
の
理
由
に
よ
り
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（

昭
和
六
十
二
年
総
理
府
令
第
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
原
子
力
規
制
委
員
会
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
、

こ
の
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
認
可
に
係
る
基
準
を
も
っ
て
法
第
二
十
八
条
の
三
の
技
術
上
の
基
準
と
す
る
。

（
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
機
能
）

第
四
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
通
常
運
転
時
に
お
い
て
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
反
応
度
を
安
全
か
つ
安
定
的
に

制
御
で
き
、
か
つ
、
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
も
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
固
有
の
出
力
抑
制
特
性
を
有
す
る

と
と
も
に
、
当
該
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
反
応
度
を
制
御
す
る
こ
と
に
よ
り
核
分
裂
の
連
鎖
反
応
を
制
御
で
き
る
能
力
を

有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

船
舶
に
施
設
す
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
波
浪
に
よ
り
生
じ
る
動
揺
、
傾
斜
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
機
能
が
損
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な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
機
能
の
確
認
等
）

第
五
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
原
子
炉
容
器
そ
の
他
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
必
要
な

設
備
の
機
能
の
確
認
を
す
る
た
め
の
試
験
又
は
検
査
及
び
こ
れ
ら
の
機
能
を
健
全
に
維
持
す
る
た
め
の
保
守
又
は
修
理
が
で

き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
地
盤
）

第
六
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
（
船
舶
に
施
設
す
る
も
の
を
除
く
。
第
七
条
、
第
八
条
及
び
第
九
条
第
一
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
三
条
第
一
項
の
地
震
力
が
作
用
し
た
場
合
に
お
い
て
も
当
該
試
験
研
究
用
等
原
子

炉
施
設
を
十
分
に
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
盤
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
震
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

第
七
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
こ
れ
に
作
用
す
る
地
震
力
（
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
算
定
す
る
地
震
力
を
い
う
。
）
に
よ
る
損
壊
に
よ
り
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
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２

耐
震
重
要
施
設
（
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
耐
震
重
要
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
そ

の
供
用
中
に
当
該
耐
震
重
要
施
設
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
地
震
に
よ
る
加
速
度
に
よ
っ
て
作
用
す
る
地
震

力
（
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
地
震
力
を
い
う
。
）
に
対
し
て
そ
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ

れ
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

耐
震
重
要
施
設
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
四
条
第
三
項
の
地
震
に
よ
り
生
じ
る
斜
面
の
崩
壊
に
よ
り
そ
の
安
全
性
が

損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
津
波
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

第
八
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
そ
の
供
用
中
に
当
該
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
津
波
（
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
五
条
に
規
定
す
る
津
波
を
い
う
。
）
に
よ
り
そ
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ

れ
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
外
部
か
ら
の
衝
撃
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

第
九
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
（
地
震
及
び
津
波
を
除
く
。
）
に
よ
り
そ
の
安
全
性
を
損

な
う
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
防
護
措
置
、
基
礎
地
盤
の
改
良
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
。

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
周
辺
監
視
区
域
に
隣
接
す
る
地
域
に
事
業
所
、
鉄
道
、
道
路
そ
の
他
の
外
部
か
ら
の
衝

撃
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
要
因
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
事
業
所
に
お
け
る
火
災
又
は
爆
発
事
故
、
危
険
物
を
搭
載
し

た
車
両
、
船
舶
又
は
航
空
機
の
事
故
そ
の
他
の
敷
地
及
び
敷
地
周
辺
の
状
況
か
ら
想
定
さ
れ
る
事
象
で
あ
っ
て
人
為
に
よ
る

も
の
（
故
意
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
よ
り
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
、
防
護
措
置

そ
の
他
の
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
船
舶
に
設
置
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
に
近
接
す
る
船
体
の
部
分
は
、
衝
突

、
座
礁
そ
の
他
の
要
因
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
機
能
の
喪
失
を
防
止
で
き
る
構
造
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
航
空
機
の
墜
落
に
よ
り
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
防
護
措
置
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
へ
の
人
の
不
法
な
侵
入
等
の
防
止
）

第
十
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事
業
所
（
以
下
「
工
場
等
」
と
い
う
。
）
に
は
、
試
験
研
究
用
等
原

子
炉
施
設
へ
の
人
の
不
法
な
侵
入
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
不
正
に
爆
発
性
又
は
易
燃
性
を
有
す
る
物
件
そ
の
他
人
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に
危
害
を
与
え
、
又
は
他
の
物
件
を
損
傷
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
物
件
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
及
び
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
（
不

正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
不
正
ア
ク

セ
ス
行
為
を
い
う
。
第
三
十
条
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
防
止
す
る
た
め
、
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
材
料
、
構
造
等
）

第
十
一
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
属
す
る
容
器
、
管
、
弁
及
び
ポ
ン
プ
（
以
下
「
機
器
」
と
い
う
。
）
並
び
に
こ
れ

ら
を
支
持
す
る
構
造
物
並
び
に
炉
心
支
持
構
造
物
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
機
器
等
」
と
い
う
。
）
の
材
料
及
び
構
造
は

、
そ
の
安
全
機
能
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
当
該
機
器
等
が
そ
の
設
計
上
要
求
さ
れ
る
強
度
が
確
保
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
そ
の
安
全
機
能
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
機
器
に
作
用
す
る
圧
力
の
過
度
の
上
昇
を
適

切
に
防
止
す
る
性
能
を
有
す
る
逃
が
し
弁
、
安
全
弁
、
破
壊
板
又
は
真
空
破
壊
弁
（
第
十
五
条
に
お
い
て
「
逃
が
し
弁
等
」

と
い
う
。
）
が
必
要
な
箇
所
に
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
属
す
る
機
器
は
、
そ
の
安
全
機
能
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
適
切
な
耐
圧
試
験
又
は
漏
え
い
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試
験
を
行
っ
た
と
き
、
こ
れ
に
耐
え
、
か
つ
、
著
し
い
漏
え
い
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
属
す
る
容
器
で
あ
っ
て
、
そ
の
材
料
が
中
性
子
照
射
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
著
し
く
劣
化

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
の
内
部
は
、
監
視
試
験
片
を
備
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
遮
蔽
等
）

第
十
二
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
通
常
運
転
時
に
お
い
て
当
該
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
か
ら
の
直
接
ガ
ン
マ

線
及
び
ス
カ
イ
シ
ャ
イ
ン
ガ
ン
マ
線
に
よ
る
工
場
等
周
辺
の
空
間
線
量
率
が
十
分
に
低
減
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

工
場
等
（
原
子
力
船
を
含
む
。
）
内
に
お
け
る
外
部
放
射
線
に
よ
る
放
射
線
障
害
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
場
所
に
は
、

次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
遮
蔽
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

放
射
線
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
遮
蔽
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

開
口
部
又
は
配
管
そ
の
他
の
貫
通
部
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
放
射
線
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

放
射
線
の
漏
え
い
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

自
重
、
熱
応
力
そ
の
他
の
荷
重
に
耐
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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（
換
気
設
備
）

第
十
三
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
内
の
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
空
気
に
よ
る
放
射
線
障
害
を
防
止
す
る
必
要

が
あ
る
場
所
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
換
気
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

放
射
線
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
換
気
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
空
気
が
漏
え
い
し
難
い
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
逆
流
す
る
お
そ
れ
が
な
い
構
造
で
あ

る
こ
と
。

三

ろ
過
装
置
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ろ
過
装
置
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
除
去
又
は
ろ
過
装
置
の
取
替
え
が

容
易
な
構
造
で
あ
る
こ
と
。

四

吸
気
口
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
空
気
を
吸
入
し
難
い
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
逆
止
め
弁
）

第
十
四
条

放
射
性
物
質
を
含
む
一
次
冷
却
材
そ
の
他
の
流
体
を
内
包
す
る
容
器
若
し
く
は
管
又
は
放
射
性
廃
棄
物
を
廃
棄
す

る
設
備
（
排
気
筒
並
び
に
第
十
三
条
及
び
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
へ
放
射
性
物
質
を
含
ま
な
い
流
体
を

導
く
管
に
は
、
逆
止
め
弁
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
放
射
性
物
質
を
含
む
流
体
が
放
射
性
物
質
を
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含
ま
な
い
流
体
を
導
く
管
に
逆
流
す
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
防
止
）

第
十
五
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
通
常
運
転
時
に
お
い
て
機
器
か
ら
放
射
性
物
質
を
含
む
流
体
が
漏
え
い
す
る
場

合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
安
全
に
廃
棄
し
得
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
逃
が
し
弁
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
流
体
が
放
射
性
物
質
を
含
む
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を

安
全
に
廃
棄
し
得
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
工
場
等
の
外
に
排
水
を
排
出
す
る
排
水
路
（
湧
水
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
放
射
性
物

質
に
よ
り
汚
染
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
管
理
区
域
内
に
開
口
部
が
な
い
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
上

に
、
当
該
施
設
の
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
管
理
区
域
内
の
床
面
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
廃
棄
す
る
設
備
が
設
置
さ
れ
る
施
設
（
液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
の
漏
え
い
が
拡
大

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
部
分
に
限
る
。
）
以
外
の
施
設
で
あ
っ
て
当
該
施
設
の
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

管
理
区
域
内
に
当
該
排
水
路
の
開
口
部
が
な
い
場
合
並
び
に
当
該
排
水
路
に
放
射
性
物
質
を
含
む
排
水
を
安
全
に
廃
棄
す
る

設
備
及
び
第
三
十
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
計
測
す
る
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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４

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
う
ち
、
人
が
頻
繁
に
出
入
り
す
る
建
物
又
は
船
舶
の
内
部
の
壁
、
床
そ
の
他
の
部
分
で
あ

っ
て
、
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
人
が
触
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
の
表
面
は
、
放
射
性

物
質
に
よ
る
汚
染
を
除
去
し
や
す
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章

試
験
研
究
用
原
子
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設

（
安
全
設
備
）

第
十
六
条

安
全
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
二
条
第
二
項
第
二
十
八
号
ロ
に
掲
げ
る
安
全
設
備
は
、
二
以
上
の
原
子
力
施
設
に
お
い
て
共
用
し
、
又
は
相
互
に
接

続
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
支
障
が
な
い
場
合
に

あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二

第
二
条
第
二
項
第
二
十
八
号
ロ
に
掲
げ
る
安
全
設
備
は
、
当
該
安
全
設
備
を
構
成
す
る
機
械
又
は
器
具
の
単
一
故
障
（

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
単
一
故
障
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ
て

、
外
部
電
源
が
利
用
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
も
機
能
で
き
る
よ
う
、
当
該
系
統
を
構
成
す
る
機
械
又
は
器
具
の
機
能
、

構
造
及
び
動
作
原
理
を
考
慮
し
て
、
多
重
性
又
は
多
様
性
を
確
保
し
、
及
び
独
立
性
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
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だ
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
そ
の
他
多
重
性
、
多
様
性
及
び
独
立
性
を
有
す
る
こ
と
な
く
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
（
試
験
研

究
用
原
子
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
限
る
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
安
全
を
確
保
す
る
機
能

を
維
持
し
得
る
設
備
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三

安
全
設
備
は
、
設
計
基
準
事
故
時
及
び
当
該
事
故
に
至
る
ま
で
の
間
に
想
定
さ
れ
る
全
て
の
環
境
条
件
に
お
い
て
、
そ

の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

火
災
に
よ
り
損
傷
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
可
能
な
限
り
不
燃
性
又
は
難
燃
性
の
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
。

ロ

必
要
に
応
じ
て
火
災
の
発
生
を
感
知
す
る
設
備
及
び
消
火
を
行
う
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ

火
災
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
防
火
壁
の
設
置
そ
の
他
の
適
切
な
防
火
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

五

前
号
ロ
の
消
火
を
行
う
設
備
は
、
破
損
、
誤
作
動
又
は
誤
操
作
が
起
き
た
場
合
に
お
い
て
も
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を

安
全
に
停
止
さ
せ
る
た
め
の
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
、
ポ
ン
プ
そ
の
他
の
機
器
又
は
配
管
の
損
壊
に
伴
う
飛
散
物
に
よ
り
損
傷
を
受
け
、
試
験
研
究
用
等
原

子
炉
施
設
の
安
全
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
防
護
施
設
の
設
置
そ
の
他
の
適
切
な
損
傷
防
止
措
置
が
講
じ
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ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
溢
水
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

第
十
七
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
当
該
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
内
に
お
け
る
溢
水
の
発
生
に
よ
り
そ
の
安
全

性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
防
護
措
置
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
当
該
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
内
の
放
射
性
物
質
を
含
む
液
体
を
内
包
す
る
容
器
又

は
配
管
の
破
損
に
よ
り
当
該
容
器
又
は
配
管
か
ら
放
射
性
物
質
を
含
む
液
体
が
あ
ふ
れ
出
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

、
当
該
液
体
が
管
理
区
域
外
へ
漏
え
い
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
安
全
避
難
通
路
等
）

第
十
八
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

そ
の
位
置
を
明
確
か
つ
恒
久
的
に
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
容
易
に
識
別
で
き
る
安
全
避
難
通
路

二

照
明
用
の
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
機
能
を
損
な
わ
な
い
避
難
用
の
照
明
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三

設
計
基
準
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
用
い
る
照
明
（
前
号
の
避
難
用
の
照
明
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
専
用
の
電
源

（
炉
心
等
）

第
十
九
条

燃
料
体
、
減
速
材
及
び
反
射
材
並
び
に
炉
心
支
持
構
造
物
の
材
料
は
、
運
転
時
に
お
け
る
圧
力
、
温
度
及
び
放
射

線
に
つ
き
想
定
さ
れ
る
最
も
厳
し
い
条
件
の
下
に
お
い
て
、
必
要
な
物
理
的
及
び
化
学
的
性
質
を
保
持
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

燃
料
体
、
減
速
材
及
び
反
射
材
並
び
に
炉
心
支
持
構
造
物
は
、
最
高
使
用
圧
力
、
自
重
、
附
加
荷
重
そ
の
他
の
燃
料
体
、

減
速
材
及
び
反
射
材
並
び
に
炉
心
支
持
構
造
物
に
加
わ
る
負
荷
に
耐
え
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

燃
料
体
、
減
速
材
及
び
反
射
材
並
び
に
炉
心
支
持
構
造
物
は
、
冷
却
材
の
循
環
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
生
じ
る
振
動
に
よ

り
損
傷
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
熱
遮
蔽
材
）

第
二
十
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
原
子
炉
容
器
の
材
料
が
中
性
子
照
射
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
著
し
く
劣
化
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
熱
遮
蔽
材
が
設
け
ら
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。



- 20 -

一

熱
応
力
に
よ
る
変
形
に
よ
り
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

二

冷
却
材
の
循
環
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
生
じ
る
振
動
に
よ
り
損
傷
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
こ
と
。

（
核
燃
料
物
質
取
扱
設
備
）

第
二
十
一
条

核
燃
料
物
質
取
扱
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

通
常
運
転
時
に
お
い
て
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
燃
料
体
又
は
使
用
済
燃
料
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
燃
料

体
等
」
と
総
称
す
る
。
）
を
取
り
扱
う
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

燃
料
体
等
が
臨
界
に
達
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

三

燃
料
体
等
の
崩
壊
熱
を
安
全
に
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
燃
料
体
等
が
溶
融
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

取
扱
中
に
燃
料
体
等
が
破
損
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五

燃
料
体
等
を
封
入
す
る
容
器
は
、
取
扱
中
に
お
け
る
衝
撃
及
び
熱
に
耐
え
、
か
つ
、
容
易
に
破
損
し
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
。

六

前
号
の
容
器
は
、
燃
料
体
等
を
封
入
し
た
場
合
に
、
そ
の
表
面
及
び
表
面
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
線
量
当

量
率
が
そ
れ
ぞ
れ
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
当
量
率
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
管
理
区
域
内
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に
お
い
て
の
み
使
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

七

燃
料
体
等
の
取
扱
中
に
燃
料
体
等
を
取
り
扱
う
た
め
の
動
力
の
供
給
が
停
止
し
た
場
合
に
、
燃
料
体
等
を
保
持
す
る
構

造
を
有
す
る
機
器
に
よ
り
燃
料
体
等
の
落
下
を
防
止
で
き
る
こ
と
。

八

次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
燃
料
取
扱
場
所
の
放
射
線
量
及
び
温
度
を
測
定
で
き
る
設
備
を
備
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

燃
料
取
扱
場
所
の
放
射
線
量
の
異
常
を
検
知
し
、
及
び
警
報
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

崩
壊
熱
を
除
去
す
る
機
能
の
喪
失
を
検
知
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
燃
料
取
扱
場
所
の
温
度
の
異
常
を
検
知
し

、
及
び
警
報
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
核
燃
料
物
質
貯
蔵
設
備
）

第
二
十
二
条

核
燃
料
物
質
貯
蔵
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

燃
料
体
等
が
臨
界
に
達
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

二

燃
料
体
等
を
貯
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
る
容
量
を
有
す
る
こ
と
。

三

次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
燃
料
取
扱
場
所
の
放
射
線
量
及
び
温
度
を
測
定
で
き
る
設
備
を
備
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

燃
料
取
扱
場
所
の
放
射
線
量
の
異
常
を
検
知
し
、
及
び
警
報
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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ロ

崩
壊
熱
を
除
去
す
る
機
能
の
喪
失
を
検
知
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
燃
料
取
扱
場
所
の
温
度
の
異
常
を
検
知
し

、
及
び
警
報
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

使
用
済
燃
料
そ
の
他
高
放
射
性
の
燃
料
体
を
貯
蔵
す
る
核
燃
料
物
質
貯
蔵
設
備
は
、
前
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か

、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

使
用
済
燃
料
そ
の
他
高
放
射
性
の
燃
料
体
の
被
覆
が
著
し
く
腐
食
す
る
こ
と
を
防
止
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

使
用
済
燃
料
そ
の
他
高
放
射
性
の
燃
料
体
か
ら
の
放
射
線
に
対
し
て
適
切
な
遮
蔽
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

使
用
済
燃
料
そ
の
他
高
放
射
性
の
燃
料
体
の
崩
壊
熱
を
安
全
に
除
去
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

使
用
済
燃
料
そ
の
他
高
放
射
性
の
燃
料
体
を
液
体
中
で
貯
蔵
す
る
場
合
は
、
前
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
次

に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

液
体
が
あ
ふ
れ
、
又
は
漏
え
い
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

液
位
を
測
定
で
き
、
か
つ
、
液
体
の
漏
え
い
そ
の
他
の
異
常
を
適
切
に
検
知
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
一
次
冷
却
材
）

第
二
十
三
条

一
次
冷
却
材
は
、
運
転
時
に
お
け
る
圧
力
、
温
度
及
び
放
射
線
に
つ
き
想
定
さ
れ
る
最
も
厳
し
い
条
件
の
下
に
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お
い
て
、
必
要
な
物
理
的
及
び
化
学
的
性
質
を
保
持
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
次
冷
却
材
の
排
出
）

第
二
十
四
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
放
射
性
物
質
を
含
む
一
次
冷
却
材
（
次
条
第
一
項
第
四
号
の
設
備
か
ら
排
出

さ
れ
る
放
射
性
物
質
を
含
む
流
体
を
含
む
。
）
を
通
常
運
転
時
に
お
い
て
系
統
外
に
排
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
安

全
に
廃
棄
し
得
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
冷
却
設
備
等
）

第
二
十
五
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
試

験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
支
障
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

原
子
炉
容
器
内
に
お
い
て
発
生
し
た
熱
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
容
量
の
冷
却
材
そ
の
他
の
流
体
を
循
環
さ
せ
る
設

備
二

液
体
の
一
次
冷
却
材
を
用
い
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
に
あ
っ
て
は
、
運
転
時
に
お
け
る
原
子
炉
容
器
内
の
液
位
を
自

動
的
に
調
整
す
る
設
備

三

密
閉
容
器
型
原
子
炉
（
燃
料
体
及
び
一
次
冷
却
材
が
容
器
（
原
子
炉
格
納
施
設
を
除
く
。
）
内
に
密
閉
さ
れ
て
い
る
試
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験
研
究
用
等
原
子
炉
を
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
原
子
炉
容
器
内
の
圧
力
を
自
動
的
に
調
整
す
る
設
備

四

一
次
冷
却
材
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
及
び
不
純
物
の
濃
度
を
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い

値
以
下
に
保
つ
設
備

五

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
停
止
時
に
お
け
る
原
子
炉
容
器
内
の
残
留
熱
を
除
去
す
る
設
備

六

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
が
生
じ
た
と
き
に
想
定
さ
れ
る
最
も
厳
し
い
条
件
の
下

に
お
い
て
原
子
炉
容
器
内
に
お
い
て
発
生
し
た
熱
を
除
去
で
き
る
非
常
用
冷
却
設
備

七

前
二
号
の
設
備
に
よ
り
除
去
さ
れ
た
熱
を
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備

２

前
項
の
設
備
は
、
冷
却
材
の
循
環
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
生
じ
る
振
動
に
よ
り
損
傷
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
設
置

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
一
次
冷
却
系
統
設
備
か
ら
の
一
次
冷
却
材
の
漏
え
い
を
検
出
す
る
装
置
が
設
け
ら
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
液
位
の
保
持
等
）

第
二
十
六
条

液
体
の
一
次
冷
却
材
を
用
い
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
あ
っ
て
は
、
一
次
冷
却
材
の
流
出
を
伴
う
異
常
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が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
容
器
内
の
液
位
の
過
度
の
低
下
を
防
止
し
、
炉
心
全
体
を
冷
却
材
中
に
保
持
す
る
機
能

を
有
す
る
設
備
は
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
に
伴
う
温
度
の
変
化
に
よ
る
荷
重
の
増

加
そ
の
他
の
当
該
設
備
に
加
わ
る
負
荷
に
耐
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
う
ち
、
冠
水
維
持
設
備
を
設
け
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
前
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
原

子
炉
容
器
内
の
設
計
水
位
を
確
保
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
計
装
）

第
二
十
七
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
計
測
す
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
項
を
直
接
計
測
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
こ
れ
を
間
接
的
に
計
測
す
る
設
備
を
も

っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

熱
出
力
及
び
炉
心
に
お
け
る
中
性
子
束
密
度

二

炉
周
期

三

制
御
棒
（
固
体
の
制
御
材
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
位
置

四

一
次
冷
却
材
に
関
す
る
次
の
事
項
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イ

含
有
す
る
放
射
性
物
質
及
び
不
純
物
の
濃
度

ロ

原
子
炉
容
器
内
に
お
け
る
温
度
、
圧
力
、
流
量
及
び
液
位

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
設
計
基
準
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
状
況
を
把
握
し
、
及
び
対
策
を
講
ず
る
た
め
に

必
要
な
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
停
止
後
の
温
度
、
液
位
そ
の
他
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
示
す
事
項
（
以

下
「
パ
ラ
メ
ー
タ
」
と
い
う
。
）
を
、
設
計
基
準
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
環
境
下
に
お
い
て
、
十
分
な
測
定
範
囲
及
び
期
間

に
わ
た
り
監
視
及
び
記
録
で
き
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
警
報
装
置
）

第
二
十
八
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
そ
の
設
備
の
機
能
の
喪
失
、
誤
操
作
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
試
験
研
究
用

等
原
子
炉
の
安
全
を
著
し
く
損
な
う
お
そ
れ
が
生
じ
た
と
き
、
第
三
十
五
条
第
一
号
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
若
し
く
は
同
条

第
三
号
の
線
量
当
量
が
著
し
く
上
昇
し
た
と
き
又
は
液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
廃
棄
す
る
設
備
か
ら
液
体
状
の
放
射
性
廃

棄
物
が
著
し
く
漏
え
い
す
る
お
そ
れ
が
生
じ
た
と
き
に
、
こ
れ
ら
を
確
実
に
検
知
し
て
速
や
か
に
警
報
す
る
装
置
が
設
け
ら

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
信
連
絡
設
備
等
）
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第
二
十
九
条

工
場
等
に
は
、
設
計
基
準
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
工
場
等
内
の
人
に
対
し
必
要
な
指
示
が
で
き
る
よ

う
、
通
信
連
絡
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

工
場
等
に
は
、
設
計
基
準
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
当
該
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必

要
が
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
が
で
き
る
よ
う
、
多
重
性
又
は
多
様
性
を
確
保
し
た
通
信
回
線
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
安
全
保
護
回
路
）

第
三
十
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
安
全
保
護
回
路
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
が
発
生
す
る
場
合
又
は
地
震
の
発
生
に
よ
り
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
運
転
に
支
障
が
生

じ
る
場
合
に
お
い
て
、
原
子
炉
停
止
系
統
そ
の
他
系
統
と
併
せ
て
機
能
す
る
こ
と
に
よ
り
、
燃
料
の
許
容
設
計
限
界
を
超

え
な
い
よ
う
に
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
に
よ
り
多
量
の
放
射
性
物
質
が
漏
え
い
す
る
可
能
性
が

生
じ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
抑
制
又
は
防
止
す
る
た
め
の
設
備
を
速
や
か
に
作
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
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当
該
設
備
の
作
動
を
速
や
か
に
、
か
つ
、
自
動
的
に
開
始
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

安
全
保
護
回
路
を
構
成
す
る
機
械
若
し
く
は
器
具
又
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
単
一
故
障
が
起
き
た
場
合
又
は
使
用
状
態
か

ら
の
単
一
の
取
り
外
し
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
安
全
保
護
機
能
を
失
わ
な
い
よ
う
、
多
重
性
又
は
多
様
性
を
確
保
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

安
全
保
護
回
路
を
構
成
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
互
い
に
分
離
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
間
に
お
い
て
安

全
保
護
機
能
を
失
わ
な
い
よ
う
に
独
立
性
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五

駆
動
源
の
喪
失
、
系
統
の
遮
断
そ
の
他
の
不
利
な
状
況
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
を

よ
り
安
全
な
状
態
に
移
行
す
る
か
、
又
は
当
該
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
安
全
上

支
障
が
な
い
状
態
を
維
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六

不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
そ
の
他
の
電
子
計
算
機
に
使
用
目
的
に
沿
う
べ
き
動
作
を
さ
せ
ず
、
又
は
使
用
目
的
に
反
す
る
動

作
を
さ
せ
る
行
為
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七

計
測
制
御
系
統
施
設
の
一
部
を
安
全
保
護
回
路
と
共
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
安
全
保
護
機
能
を
失
わ
な
い
よ
う

、
計
測
制
御
系
統
施
設
か
ら
機
能
的
に
分
離
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。



- 29 -

八

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
必
要
な
場
合
に
は
、
運
転
条
件
に
応
じ
て
そ
の
作
動
設
定
値
を
変
更

で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
反
応
度
制
御
系
統
及
び
原
子
炉
停
止
系
統
）

第
三
十
一
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
通
常
運
転
時
に
お
い
て
、
燃
料
の
許
容
設
計
限
界
を
超
え
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
反
応
度
を
制
御
で
き
る
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
反
応
度
制
御
系
統
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

通
常
運
転
時
に
予
想
さ
れ
る
温
度
変
化
、
キ
セ
ノ
ン
の
濃
度
変
化
、
実
験
物
（
構
造
材
料
そ
の
他
の
実
験
の
た
め
に
使

用
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
移
動
そ
の
他
の
要
因
に
よ
る
反
応
度
変
化
を
制
御
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

制
御
棒
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

イ

炉
心
か
ら
の
飛
び
出
し
、
又
は
落
下
を
防
止
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
制
御
棒
の
反
応
度
添
加
率
は
、
原
子
炉
停
止
系
統
の
停
止
能
力
と
併
せ
て
、
想
定
さ
れ
る
制
御
棒
の
異
常
な
引

き
抜
き
が
発
生
し
て
も
、
燃
料
の
許
容
設
計
限
界
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
原
子
炉
停
止
系
統
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。

一

制
御
棒
そ
の
他
の
反
応
度
を
制
御
す
る
設
備
に
よ
る
二
以
上
の
独
立
し
た
系
統
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し

、
当
該
系
統
が
制
御
棒
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
未
臨
界
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
御
棒

の
数
に
比
し
当
該
系
統
の
能
力
に
十
分
な
余
裕
が
あ
る
と
き
。

ロ

原
子
炉
固
有
の
出
力
抑
制
特
性
が
優
れ
て
い
る
と
き
。

二

運
転
時
に
お
い
て
、
原
子
炉
停
止
系
統
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
燃
料
の
許
容
設
計
限
界
を
超
え
る
こ
と
な
く
試

験
研
究
用
等
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
低
温
状
態
に
お
い
て
未
臨
界

を
維
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
原
子
炉
停
止
系
統
の
う
ち

少
な
く
と
も
一
つ
は
、
速
や
か
に
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
少
な
く
と
も
一

つ
は
、
低
温
状
態
に
お
い
て
未
臨
界
を
維
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

制
御
棒
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
本
の
制
御
棒
が
固
着
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
前
二
号
の
機
能
を
有
す
る
も
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の
で
あ
る
こ
と
。

３

制
御
材
は
、
運
転
時
に
お
け
る
圧
力
、
温
度
及
び
放
射
線
に
つ
き
想
定
さ
れ
る
最
も
厳
し
い
条
件
の
下
に
お
い
て
、
必
要

な
物
理
的
及
び
化
学
的
性
質
を
保
持
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

制
御
材
を
駆
動
す
る
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
特
性
に
適
合
し
た
速
度
で
制
御
材
を
駆
動
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

制
御
材
を
駆
動
す
る
た
め
の
動
力
の
供
給
が
停
止
し
た
場
合
に
、
制
御
材
が
反
応
度
を
増
加
さ
せ
る
方
向
に
動
か
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

制
御
棒
の
落
下
そ
の
他
の
衝
撃
に
よ
り
燃
料
体
、
制
御
棒
そ
の
他
の
設
備
を
損
壊
す
る
こ
と
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

５

制
御
棒
の
最
大
反
応
度
価
値
及
び
反
応
度
添
加
率
は
、
想
定
さ
れ
る
反
応
度
投
入
事
象
（
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
に
反
応

度
が
異
常
に
投
入
さ
れ
る
事
象
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し
て
炉
心
冠
水
維
持
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
破
損
せ
ず
、
か
つ
、
炉

心
の
冷
却
機
能
を
損
な
う
よ
う
な
炉
心
又
は
炉
心
支
持
構
造
物
の
損
壊
を
起
こ
さ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

原
子
炉
停
止
系
統
は
、
反
応
度
制
御
系
統
と
共
用
す
る
場
合
に
は
、
反
応
度
制
御
系
統
を
構
成
す
る
設
備
の
故
障
が
発
生

し
た
場
合
に
お
い
て
も
通
常
運
転
時
、
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
及
び
設
計
基
準
事
故
時
に
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
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未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
低
温
状
態
に
お
い
て
未
臨
界
を
維
持
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
原
子
炉
制
御
室
等
）

第
三
十
二
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
原
子
炉
制
御
室
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

原
子
炉
制
御
室
は
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
運
転
状
態
を
表
示
す
る
装
置
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
設
備
を
操
作
す
る
装
置
、
異
常
を
表
示
す
る
警
報
装
置
そ
の
他
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
主
要
な
装
置
が
集
中
し
、
か
つ
、
誤
操
作
す
る
こ
と
な
く
適
切
に
運
転
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
設
置
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

原
子
炉
制
御
室
は
、
従
事
者
が
、
設
計
基
準
事
故
時
に
、
容
易
に
避
難
で
き
る
構
造
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

原
子
炉
制
御
室
及
び
こ
れ
に
連
絡
す
る
通
路
は
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
が
生
じ

た
場
合
に
お
い
て
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
運
転
の
停
止
そ
の
他
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
の
措
置
を
と
る
た
め
、
従
事
者
が
支
障
な
く
原
子
炉
制
御
室
に
入
り
、
か
つ
、
一
定
期
間
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
遮
蔽
設
備
の
設
置
そ
の
他
の
適
切
な
放
射
線
防
護
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
火
災
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
原
子
炉
制
御
室
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
制
御



- 33 -

室
以
外
の
場
所
か
ら
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
運
転
を
停
止
し
、
か
つ
、
安
全
な
状
態
に
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
が

設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
支
障
が
な
い
場
合
に
あ

っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
廃
棄
物
処
理
設
備
）

第
三
十
三
条

工
場
等
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
放
射
性
廃
棄
物
を
廃
棄
す
る
設
備
（
放
射
性
廃
棄
物
を
保
管
廃
棄

す
る
設
備
を
除
く
。
）
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

周
辺
監
視
区
域
の
外
の
空
気
中
及
び
周
辺
監
視
区
域
の
境
界
に
お
け
る
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
が
、
そ
れ
ぞ
れ
原

子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
濃
度
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
発
生
す
る
放
射
性
廃

棄
物
を
廃
棄
す
る
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

放
射
性
廃
棄
物
以
外
の
廃
棄
物
を
廃
棄
す
る
設
備
と
区
別
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
放
射
性
廃
棄
物
以
外
の
流
体
状
の
廃

棄
物
を
流
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
廃
棄
す
る
設
備
に
導
く
場
合
に
お
い
て
、
流
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
が
放
射
性
廃
棄

物
以
外
の
流
体
状
の
廃
棄
物
を
取
り
扱
う
設
備
に
逆
流
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三

放
射
性
廃
棄
物
に
含
ま
れ
る
化
学
薬
品
の
影
響
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
著
し
く
腐
食
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
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こ
と
。

四

気
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
廃
棄
す
る
設
備
は
、
排
気
口
以
外
の
箇
所
に
お
い
て
気
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
排
出
す

る
こ
と
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五

気
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
廃
棄
す
る
設
備
に
ろ
過
装
置
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ろ
過
装
置
の
放
射
性
物
質
に

よ
る
汚
染
の
除
去
又
は
ろ
過
装
置
の
取
替
え
が
容
易
な
構
造
で
あ
る
こ
と
。

六

液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
廃
棄
す
る
設
備
は
、
排
水
口
以
外
の
箇
所
に
お
い
て
液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
排
出
す

る
こ
と
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七

固
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
廃
棄
す
る
設
備
は
、
放
射
性
廃
棄
物
を
廃
棄
す
る
過
程
に
お
い
て
放
射
性
物
質
が
散
逸
し

難
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
廃
棄
す
る
設
備
（
液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
保
管
廃
棄
す
る
設
備
を
除
く
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
が
設
置
さ
れ
る
施
設
（
液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
の
漏
え
い
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
部
分
に
限
る
。

）
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

施
設
内
部
の
床
面
及
び
壁
面
は
、
液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
が
漏
え
い
し
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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二

施
設
内
部
の
床
面
は
、
床
面
の
傾
斜
又
は
床
面
に
設
け
ら
れ
た
溝
の
傾
斜
に
よ
り
液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
が
そ
の
受

け
口
に
導
か
れ
る
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
廃
棄
す
る
設
備
の
周
辺
部
に
は
、
液
体
状
の
放
射

性
廃
棄
物
の
漏
え
い
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
堰
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

施
設
外
に
通
じ
る
出
入
口
又
は
そ
の
周
辺
部
に
は
、
液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
が
施
設
外
へ
漏
え
い
す
る
こ
と
を
防
止

す
る
た
め
の
堰
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
施
設
内
部
の
床
面
が
隣
接
す
る
施
設
の
床
面
又
は
地
表
面
よ
り
低

い
場
合
で
あ
っ
て
液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
が
施
設
外
へ
漏
え
い
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
保
管
廃
棄
設
備
）

第
三
十
四
条

放
射
性
廃
棄
物
を
保
管
廃
棄
す
る
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

通
常
運
転
時
に
発
生
す
る
放
射
性
廃
棄
物
を
保
管
廃
棄
す
る
容
量
を
有
す
る
こ
と
。

二

放
射
性
廃
棄
物
が
漏
え
い
し
難
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

三

崩
壊
熱
及
び
放
射
線
の
照
射
に
よ
り
発
生
す
る
熱
に
耐
え
、
か
つ
、
放
射
性
廃
棄
物
に
含
ま
れ
る
化
学
薬
品
の
影
響
そ

の
他
の
要
因
に
よ
り
著
し
く
腐
食
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

２

固
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
保
管
廃
棄
す
る
設
備
が
設
置
さ
れ
る
施
設
は
、
放
射
性
廃
棄
物
に
よ
る
汚
染
が
広
が
ら
な
い
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よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
流
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
保
管
廃
棄
す
る
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

（
放
射
線
管
理
施
設
）

第
三
十
五
条

工
場
等
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
計
測
す
る
放
射
線
管
理
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
項
を
直
接
計
測
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
こ
れ
を
間
接
的
に
計
測
す
る
施
設
を
も
っ
て
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

放
射
性
廃
棄
物
の
排
気
口
又
は
こ
れ
に
近
接
す
る
箇
所
に
お
け
る
排
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

二

放
射
性
廃
棄
物
の
排
水
口
又
は
こ
れ
に
近
接
す
る
箇
所
に
お
け
る
排
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

三

管
理
区
域
に
お
け
る
外
部
放
射
線
に
係
る
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
当
量
及
び
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃

度
（
原
子
炉
格
納
施
設
）

第
三
十
六
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
。

一

通
常
運
転
時
に
、
そ
の
内
部
を
負
圧
状
態
に
維
持
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
所
定
の
漏
え
い
率
を
超
え
る
こ
と
が

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

二

設
計
基
準
事
故
時
に
お
い
て
、
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
原
子
炉
格
納
施
設
か
ら
放
出

さ
れ
る
放
射
性
物
質
を
低
減
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
場
合
に

あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
保
安
電
源
設
備
）

第
三
十
七
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
外
部
電
源
系
統
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し
た
場
合
に
お
い
て
、
試
験

研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
内
燃
機
関
を
原
動
力
と
す

る
発
電
設
備
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
機
能
を
有
す
る
非
常
用
電
源
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
支
障
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
特
に
必
要
な
設
備
は
、
無
停
電
電
源
装
置
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
機
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能
を
有
す
る
設
備
に
接
続
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
に
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
安
全
に
停
止

し
、
又
は
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
す
る
設
備
の
動
作
に
必
要
な
容
量
を
有
す
る
蓄
電
池
そ
の
他
の
非
常
用
電
源
設
備
が
設
け
ら

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
実
験
設
備
等
）

第
三
十
八
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
設
置
さ
れ
る
実
験
設
備
（
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
利
用
し
て
材
料
試
験
そ
の

他
の
実
験
を
行
う
設
備
を
い
う
。
）
及
び
利
用
設
備
（
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
利
用
し
て
分
析
、
放
射
性
同
位
元
素
の
製

造
、
医
療
そ
の
他
の
行
為
を
行
う
た
め
の
設
備
を
い
う
。
）
（
以
下
「
実
験
設
備
等
」
と
総
称
す
る
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

実
験
設
備
等
の
損
傷
そ
の
他
の
実
験
設
備
等
の
異
常
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全

性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

実
験
物
の
移
動
又
は
状
態
の
変
化
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
運
転
中
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
に
反
応
度
が
異
常

に
投
入
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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三

放
射
線
又
は
放
射
性
物
質
の
著
し
い
漏
え
い
の
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
実
験
設
備
等
の
動
作
状
況
、
異
常
の
発
生
状
況
、
周
辺
の

環
境
の
状
況
そ
の
他
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
上
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
原
子
炉
制
御
室
に
表
示
で
き
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

五

実
験
設
備
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
は
、
原
子
炉
制
御
室
と
相
互
に
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
。

（
多
量
の
放
射
性
物
質
等
を
放
出
す
る
事
故
の
拡
大
の
防
止
）

第
三
十
九
条

中
出
力
炉
又
は
高
出
力
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
発
生
頻
度
が
設
計
基
準
事
故
よ
り
低
い
事

故
で
あ
っ
て
、
当
該
施
設
か
ら
多
量
の
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
を
放
出
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
が
発
生
し
た
場
合
に
お

い
て
、
当
該
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

研
究
開
発
段
階
原
子
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設

（
冷
却
設
備
等
）

第
四
十
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
（
研
究
開
発
段
階
原
子
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
限
る
。
以
下
こ
の

章
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
は
、
次
に
掲
げ
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

原
子
炉
容
器
内
に
お
い
て
発
生
し
た
熱
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
容
量
の
冷
却
材
を
循
環
さ
せ
る
設
備

二

運
転
時
に
お
い
て
一
次
冷
却
材
が
減
少
し
た
場
合
に
、
こ
れ
を
自
動
的
に
補
給
す
る
設
備

三

原
子
炉
容
器
内
の
圧
力
を
自
動
的
に
調
整
す
る
設
備

四

一
次
冷
却
材
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
及
び
不
純
物
の
濃
度
を
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
支
障

を
及
ぼ
さ
な
い
値
以
下
に
保
つ
設
備

五

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
停
止
時
に
お
け
る
原
子
炉
容
器
内
の
残
留
熱
を
除
去
す
る
設
備

２

前
項
の
設
備
は
、
冷
却
材
の
循
環
、
沸
騰
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
生
じ
る
振
動
に
よ
り
損
傷
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
）

第
四
十
一
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
一
次
冷
却
系
統
設
備
が
そ
の
機
能
を
喪
失
し
た
場
合
に
原
子
炉
容
器
内
に

お
い
て
発
生
し
た
熱
を
除
去
す
る
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
は
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
が
生
じ
た
と
き
に
想
定
さ
れ

る
最
も
厳
し
い
条
件
の
下
に
お
い
て
、
燃
料
材
の
溶
触
及
び
燃
料
体
の
著
し
い
破
損
を
防
止
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
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被
覆
材
と
冷
却
材
と
の
反
応
に
よ
り
著
し
く
多
量
の
水
素
を
生
じ
る
こ
と
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
）

第
四
十
二
条

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
機
器
は
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の

他
の
異
常
に
よ
る
衝
撃
、
反
応
度
の
変
化
そ
の
他
の
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
機
器
に
加
わ
る
負
荷
に

耐
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
）

第
四
十
三
条

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
及
び
そ
の
附
属
設
備
は
、
そ
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
に
よ
り
試
験
研
究
用
等
原
子
炉

施
設
の
安
全
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
計
装
）

第
四
十
四
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
計
測
す
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
項
を
直
接
計
測
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
こ
れ
を
間
接
的
に
計
測
す
る
設
備
を
も

っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

熱
出
力
及
び
炉
心
に
お
け
る
中
性
子
束
密
度
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二

炉
周
期

三

制
御
棒
の
位
置
及
び
液
体
の
制
御
材
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
濃
度

四

一
次
冷
却
材
に
関
す
る
次
の
事
項

イ

含
有
す
る
放
射
性
物
質
及
び
不
純
物
の
濃
度

ロ

原
子
炉
容
器
の
入
口
及
び
出
口
に
お
け
る
温
度
、
圧
力
及
び
流
量

ハ

原
子
炉
容
器
（
加
圧
器
が
あ
る
場
合
は
加
圧
器
）
内
又
は
蒸
気
ド
ラ
ム
内
に
お
け
る
水
位

五

二
次
冷
却
材
に
関
す
る
次
の
事
項

イ

含
有
す
る
放
射
性
物
質
の
濃
度

ロ

蒸
気
発
生
器
の
出
口
に
お
け
る
温
度
、
圧
力
及
び
流
量

ハ

蒸
気
発
生
器
内
に
お
け
る
水
位

（
反
応
度
制
御
系
統
及
び
原
子
炉
停
止
系
統
）

第
四
十
五
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
通
常
運
転
時
に
お
い
て
、
燃
料
の
許
容
設
計
限
界
を
超
え
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
反
応
度
を
制
御
で
き
る
よ
う
、
反
応
度
制
御
系
統
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
原
子
炉
停
止
系
統
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

制
御
棒
そ
の
他
の
反
応
度
を
制
御
す
る
設
備
に
よ
る
二
以
上
の
独
立
し
た
系
統
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

通
常
運
転
時
の
高
温
状
態
に
お
い
て
、
原
子
炉
停
止
系
統
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
燃
料
の
許
容
設
計
限
界
を
超

え
る
こ
と
な
く
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
高
温
状
態

に
お
い
て
未
臨
界
を
維
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

運
転
時
に
お
い
て
、
原
子
炉
停
止
系
統
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
燃
料
の
許
容
設
計
限
界
を
超
え
る
こ
と
な
く
試

験
研
究
用
等
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
低
温
状
態
に
お
い
て
未
臨
界

を
維
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
原
子
炉
停
止
系
統
の
う
ち

少
な
く
と
も
一
つ
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
と
併
せ
て
又
は
単
独
で
、
速
や
か
に
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
未
臨
界
に

移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
低
温
状
態
に
お
い
て
未
臨
界
を
維
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五

制
御
棒
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
本
の
制
御
棒
が
固
着
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
前
二
号
の
機
能
を
有
す
る
も
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の
で
あ
る
こ
と
。

３

制
御
材
は
、
運
転
時
に
お
け
る
圧
力
、
温
度
及
び
放
射
線
に
つ
き
想
定
さ
れ
る
最
も
厳
し
い
条
件
の
下
に
お
い
て
、
必
要

な
物
理
的
及
び
化
学
的
性
質
を
保
持
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

制
御
材
を
駆
動
す
る
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
特
性
に
適
合
し
た
速
度
で
制
御
材
を
駆
動
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

制
御
材
を
駆
動
す
る
た
め
の
動
力
の
供
給
が
停
止
し
た
場
合
に
、
制
御
材
が
反
応
度
を
増
加
さ
せ
る
方
向
に
動
か
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

制
御
棒
の
落
下
そ
の
他
の
衝
撃
に
よ
り
燃
料
体
、
制
御
棒
そ
の
他
の
設
備
を
損
壊
す
る
こ
と
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
船
舶
に
設
置
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
船
舶
が
沈
没
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
制
御
棒

を
挿
入
し
た
状
態
で
保
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
原
子
炉
格
納
施
設
）

第
四
十
六
条

原
子
炉
格
納
施
設
は
、
第
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
次
に

掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
の
際
に
生
じ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度

の
上
昇
に
よ
り
原
子
炉
格
納
施
設
の
安
全
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
い
て
発

生
し
た
熱
を
除
去
す
る
設
備
（
以
下
「
格
納
容
器
熱
除
去
設
備
」
と
い
う
。
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二

格
納
容
器
熱
除
去
設
備
は
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
の
際
に
生
じ
る
原
子
炉
格

納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度
に
つ
き
想
定
さ
れ
る
最
も
厳
し
い
条
件
の
下
に
お
い
て
も
機
能
が
損
な
わ
れ
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
。

三

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
の
際
に
生
じ
る
水
素
及
び
酸
素
に
よ
り
原
子
炉
格
納
施

設
の
安
全
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
水
素
及
び
酸
素
の
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
船
舶
に
設
置
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
に
は
、
船
舶
が
沈
没
し
た
場
合
に
水

圧
に
よ
り
当
該
容
器
が
損
壊
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
圧
力
平
衡
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
電
源
設
備
）

第
四
十
七
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
（
船
舶
に
施
設
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
は
、
外
部
電
源
系
統
及
び
当
該
試
験
研
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究
用
等
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
常
時
使
用
さ
れ
て
い
る
発
電
設
備
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し
た
場
合
に
お
い
て
、
試
験

研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
内
燃
機
関
を
原
動
力
と
す

る
発
電
設
備
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
機
能
を
有
す
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

船
舶
に
施
設
す
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
主
電
源
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し
た
場
合
に
お
い
て
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
内
燃
機
関
を
原
動
力
と
す
る
発
電
設
備
又
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
機
能
を
有
す
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
特
に
必
要
な
設
備
に
は
、
無
停
電
電
源
装
置
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

機
能
を
有
す
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

第
四
十
八
条

第
十
六
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
、
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
、
第
三
十
二
条
（
第
五
項
た
だ
し
書
を

除
く
。
）
、
第
三
十
三
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
及
び
第
五
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
研
究
開
発
段
階
原

子
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
二
十
条

第
二
号
中
「
循
環
」
と
あ
る
の
は
「
循
環
、
沸
騰
」
と
、
第
二
十
四
条
中
「
次
条
第
一
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
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条
第
一
項
第
四
号
」
と
、
第
三
十
五
条
中
「
工
場
等
」
と
あ
る
の
は
「
工
場
等
（
原
子
力
船
を
含
む
。
）
」
と
、
第
五
十
二
条

第
五
項
中
「
原
子
炉
格
納
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
に
係
る
管
、
原
子
炉
格
納
施
設
」
と
、
「
お
そ
れ

が
あ
る
管
又
は
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
支
障
が
な
い
管
」
と
あ
る
の
は
「
お
そ
れ
が
あ
る
管

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

ガ
ス
冷
却
型
原
子
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設

（
試
験
用
燃
料
体
）

第
四
十
九
条

試
験
用
燃
料
体
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

試
験
計
画
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
試
験
用
燃
料
体
の
健
全
性
を
維
持
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
燃
料
体
の
性
状
又

は
性
能
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

設
計
基
準
事
故
時
に
お
い
て
、
試
験
用
燃
料
体
が
破
損
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
安
全
に
停

止
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
及
び
炉
心
の
冷
却
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

放
射
性
物
質
の
漏
え
い
量
を
抑
制
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

輸
送
中
又
は
取
扱
中
に
お
い
て
、
著
し
い
変
形
が
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
）

第
五
十
条

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
機
器
は
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
（
ガ
ス
冷
却
型
原
子
炉
に

係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
限
る
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
損
壊
又
は
故
障
に
伴
う
衝
撃
、
反
応
度
の

変
化
そ
の
他
の
要
因
に
よ
る
荷
重
の
増
加
そ
の
他
の
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
機
器
に
加
わ
る
負
荷
に

耐
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
は
、
原
子
炉
冷
却
材
の
流
出
を
制
限
す
る
た
め
隔
離
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
機
器
は
、
通
常
運
転
時
、
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
及
び
設
計
基
準

事
故
時
に
瞬
間
的
破
壊
が
生
じ
な
い
よ
う
、
十
分
な
破
壊
じ
ん
性
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
か
ら
の
一
次
冷
却
材
の
漏
え
い
を
検
出
す
る
装
置

が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
計
装
）

第
五
十
一
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
計
測
す
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
項
を
直
接
計
測
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
こ
れ
を
間
接
的
に
計
測
す
る
設
備
を
も

っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

熱
出
力
及
び
炉
心
に
お
け
る
中
性
子
束
密
度

二

炉
周
期

三

制
御
棒
の
位
置

四

一
次
冷
却
材
に
関
す
る
次
の
事
項

イ

含
有
す
る
放
射
性
物
質
及
び
不
純
物
の
濃
度

ロ

原
子
炉
容
器
内
の
入
口
及
び
出
口
に
お
け
る
温
度
、
圧
力
及
び
流
量

五

二
次
冷
却
材
に
関
す
る
次
の
事
項

イ

含
有
す
る
放
射
性
物
質
及
び
不
純
物
の
濃
度

ロ

一
次
冷
却
材
の
熱
を
取
り
出
す
熱
交
換
器
の
入
口
及
び
出
口
に
お
け
る
温
度
並
び
に
入
口
に
お
け
る
圧
力
及
び
流
量

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
設
計
基
準
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
状
況
を
把
握
し
、
及
び
対
策
を
講
ず
る
た
め
に

必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
、
設
計
基
準
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
環
境
下
に
お
い
て
、
十
分
な
測
定
範
囲
及
び
期
間
に
わ
た
り
監
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視
及
び
記
録
で
き
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
原
子
炉
格
納
施
設
）

第
五
十
二
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
原
子
炉
格
納
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

原
子
炉
格
納
施
設
の
内
部
に
お
け
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
の
際
の
漏
え
い
率

が
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
際
に
生
じ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
最
大
の

荷
重
に
耐
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

原
子
炉
格
納
施
設
の
開
口
部
に
は
、
気
密
性
の
扉
を
設
け
て
い
る
こ
と
。

三

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
の
際
に
原
子
炉
格
納
施
設
か
ら
気
体
状
の
放
射
性
物
質

が
漏
え
い
す
る
こ
と
に
よ
り
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
、
当
該
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低
下

さ
せ
る
設
備
を
設
け
て
い
る
こ
と
。

四

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
の
際
に
生
じ
る
可
燃
性
ガ
ス
及
び
酸
素
に
よ
り
原
子
炉

格
納
施
設
の
安
全
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
可
燃
性
ガ
ス
及
び
酸
素
の
濃
度
を
低
下
さ
せ
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る
設
備
を
設
け
て
い
る
こ
と
。

２

前
項
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
属
す
る
原
子
炉
格
納
容
器
は
、
定
期
的
に
漏
え
い
率
試
験
が
で
き
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
属
す
る
原
子
炉
格
納
容
器
を
貫
通
す
る
管
に
は
、
当
該
貫
通
箇
所
の
内
側
及
び

外
側
の
当
該
貫
通
箇
所
に
近
接
し
た
箇
所
に
そ
れ
ぞ
れ
一
個
の
閉
鎖
隔
離
弁
（
ロ
ッ
ク
装
置
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。

）
又
は
自
動
隔
離
弁
（
隔
離
機
能
が
な
い
逆
止
め
弁
を
除
く
。
）
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
六
十
三
条
に
お
い
て
「
隔
離
弁
」
と

総
称
す
る
。
）
を
設
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
貫
通
箇
所
の
内
側
又
は
外
側
に
お
い
て
、
湿
気
そ
の
他

の
要
因
に
よ
り
隔
離
弁
の
機
能
が
著
し
く
低
下
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
貫
通
箇
所
の
内
側
及
び
外
側
に
代
え
、

当
該
貫
通
箇
所
の
他
方
の
側
の
当
該
貫
通
箇
所
に
近
接
し
た
箇
所
に
二
個
の
隔
離
弁
を
設
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
子
炉
格
納
容
器
を
貫
通
す
る
管
で
あ
っ
て
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は

故
障
そ
の
他
の
異
常
の
際
に
損
壊
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
（
一
次
冷
却
系
統
設
備
に
係
る
設
備
に
接
続
す
る
も
の
並
び
に

原
子
炉
格
納
容
器
の
内
側
及
び
外
側
に
開
口
部
が
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故

障
そ
の
他
の
異
常
の
際
に
構
造
上
内
部
に
液
体
が
滞
留
す
る
こ
と
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
放
射
性
物
質
が
外
部
へ
漏
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え
い
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
に
は
、
当
該
貫
通
箇
所
の
内
側
又
は
外
側
の
当
該
貫
通
箇
所
に
近
接
し
た
箇
所
に
一
個
の
隔

離
弁
を
設
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
貫
通
箇
所
の
内
側
又
は
外
側
に
お
い
て
、
湿
気
そ
の
他
の
要
因
に

よ
り
隔
離
弁
の
機
能
が
著
し
く
低
下
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
貫
通
箇
所
の
他
方
の
側
の
当
該
貫
通
箇
所
に
近
接

し
た
箇
所
に
一
個
の
隔
離
弁
を
設
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
子
炉
格
納
施
設
に
属
す
る
安
全
設
備
に
係
る
管
そ
の
他
隔
離
弁
を
設
け
る
こ
と
に
よ

り
安
全
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
管
又
は
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
支
障
が
な
い
管
に

は
、
隔
離
弁
を
設
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
多
量
の
放
射
性
物
質
等
を
放
出
す
る
事
故
の
拡
大
の
防
止
）

第
五
十
三
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
発
生
頻
度
が
設
計
基
準
事
故
よ
り
低
い
事
故
で
あ
っ
て
、
当
該
施
設
か
ら
多

量
の
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
を
放
出
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
故
の
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

第
五
十
四
条

第
十
六
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
、
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
（
第
一
項
た
だ
し
書
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き
を
除
く
。
）
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
は
、
ガ
ス
冷
却
型
原
子
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
一
条
中
「
燃
料
体
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
燃
料
体
、
試
験
用
燃
料
体
又
は
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章

ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
高
速
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設

（
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
漏
え
い
に
よ
る
影
響
の
防
止
）

第
五
十
五
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
高
速
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
限
る
。
以

下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
漏
え
い
に
よ
る
物
理
的
又
は
化
学
的
影
響
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
及
び
ナ
ト
リ

ウ
ム
化
合
物
が
関
与
す
る
腐
食
が
構
造
物
及
び
機
器
に
及
ぼ
す
影
響
を
含
む
。
）
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
試
験
研
究

用
等
原
子
炉
施
設
の
安
全
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
影
響
を
抑
制
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ

ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
炉
心
等
）

第
五
十
六
条

燃
料
体
及
び
反
射
材
並
び
に
炉
心
支
持
構
造
物
の
材
料
は
、
運
転
時
に
お
け
る
圧
力
、
温
度
及
び
放
射
線
に
つ

き
想
定
さ
れ
る
最
も
厳
し
い
条
件
の
下
に
お
い
て
、
必
要
な
物
理
的
及
び
化
学
的
性
質
を
保
持
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。

２

燃
料
体
及
び
反
射
材
並
び
に
炉
心
支
持
構
造
物
は
、
最
高
使
用
圧
力
、
自
重
、
附
加
荷
重
そ
の
他
の
燃
料
体
及
び
反
射
材

並
び
に
炉
心
支
持
構
造
物
に
加
わ
る
負
荷
に
耐
え
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
冷
却
材
に
よ
る
炉
心
の
冷
却
機
能
を
損
な
う
お

そ
れ
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

反
射
材
は
、
原
子
炉
容
器
の
材
料
が
中
性
子
照
射
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
著
し
く
劣
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

こ
れ
を
防
止
で
き
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

燃
料
体
及
び
反
射
材
並
び
に
炉
心
支
持
構
造
物
は
、
冷
却
材
の
循
環
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
生
じ
る
振
動
に
よ
り
損
傷
を

受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
取
扱
い
）

第
五
十
七
条

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
機
器
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
の
共
存
性
を
考
慮
し
て
適
切
な
材
料
を
使
用
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
系
統
は
原
則
と
し
て
密
閉
し
た
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
当
該
系
統
に
属
す
る
機
器
の
う
ち
内

部
に
液
面
を
有
す
る
も
の
は
、
そ
の
液
面
上
を
カ
バ
ー
ガ
ス
で
覆
う
構
造
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
放
射
性
物
質
を
含
む
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
通
常
運
転
時
に
お
い
て
系
統
外
に
排
出
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
を
安
全
に
廃
棄
し
得
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
カ
バ
ー
ガ
ス
の
取
扱
い
）

第
五
十
八
条

カ
バ
ー
ガ
ス
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
対
し
て
化
学
的
に
安
定
な
性
質
を
有
し
、
か
つ
、
運
転
時
に
お
け
る
放
射
線

に
つ
き
想
定
さ
れ
る
最
も
厳
し
い
条
件
の
下
に
お
い
て
、
必
要
な
物
理
的
及
び
化
学
的
性
質
を
保
持
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

カ
バ
ー
ガ
ス
を
取
り
扱
う
系
統
に
は
、
圧
力
が
過
度
に
上
昇
す
る
こ
と
を
防
止
し
得
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
放
射
性
物
質
を
含
む
カ
バ
ー
ガ
ス
を
通
常
運
転
時
に
お
い
て
系
統
外
に
排
出
す
る
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
を
安
全
に
廃
棄
し
得
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
冷
却
設
備
等
）

第
五
十
九
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

原
子
炉
容
器
内
に
お
い
て
発
生
し
た
熱
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
容
量
の
冷
却
材
を
循
環
さ
せ
る
設
備
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二

運
転
時
に
お
け
る
原
子
炉
容
器
内
の
液
位
を
調
整
す
る
設
備

三

一
次
冷
却
材
及
び
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
及
び
不
純
物
の
濃
度
並
び
に
二
次
冷
却
材
に
含
ま
れ

る
不
純
物
の
濃
度
を
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
運
転
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
値
以
下
に
保
つ
設
備

四

一
次
冷
却
材
及
び
二
次
冷
却
材
の
温
度
を
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
運
転
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
値
以
上
に
保
つ
設
備

五

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
停
止
時
に
お
け
る
原
子
炉
容
器
内
の
残
留
熱
を
除
去
す
る
設
備

六

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
が
生
じ
た
と
き
に
想
定
さ
れ
る
最
も
厳
し
い
条
件
の
下

に
お
い
て
原
子
炉
容
器
内
に
お
い
て
発
生
し
た
熱
を
除
去
で
き
る
非
常
用
冷
却
設
備
。
た
だ
し
、
第
一
号
又
は
前
号
に
掲

げ
る
設
備
が
こ
れ
と
同
等
以
上
の
機
能
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

七

前
二
号
の
設
備
に
よ
り
除
去
さ
れ
た
熱
を
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備

２

前
項
の
設
備
は
、
冷
却
材
の
循
環
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
生
じ
る
振
動
に
よ
り
損
傷
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
設
置

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
等
）

第
六
十
条

原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
機
器
は
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
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常
に
伴
う
温
度
の
変
化
に
よ
る
荷
重
の
増
加
そ
の
他
の
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
機
器
に
加
わ
る
負
荷
に
耐

え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
機
器
は
、
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
破
損
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
冷

却
材
の
液
位
を
必
要
な
高
さ
に
保
持
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
機
器
は
、
通
常
運
転
時
、
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
及
び
設
計
基
準
事
故

時
に
瞬
間
的
破
壊
が
生
じ
な
い
よ
う
、
十
分
な
破
壊
じ
ん
性
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
等
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
機
器
は
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の

異
常
に
伴
う
温
度
の
変
化
に
よ
る
荷
重
の
増
加
そ
の
他
の
負
荷
に
耐
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
か
ら
の
一
次
冷
却
材
の
漏
え
い
を
検
出
す
る
装
置
及
び

原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
等
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
か
ら
の
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
の
漏
え
い
を
検
出
す
る
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

６

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
及
び
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
等
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
必
要
な
箇
所

に
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
液
体
の
状
態
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
計
装
）

第
六
十
一
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
計
測
す
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
直
接
計
測
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
こ
れ
を
間
接
的
に
計
測
す
る
設
備
を
も
っ
て
代
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

一

熱
出
力
及
び
炉
心
に
お
け
る
中
性
子
束
密
度

二

炉
周
期

三

制
御
棒
の
位
置

四

一
次
冷
却
材
に
関
す
る
次
の
事
項

イ

含
有
す
る
放
射
性
物
質
及
び
不
純
物
の
濃
度

ロ

原
子
炉
容
器
の
入
口
及
び
出
口
に
お
け
る
温
度
及
び
流
量

ハ

原
子
炉
容
器
内
及
び
主
要
な
機
器
内
に
お
け
る
液
位

五

二
次
冷
却
材
に
関
す
る
次
の
事
項

イ

含
有
す
る
放
射
性
物
質
及
び
不
純
物
の
濃
度
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ロ

一
次
冷
却
材
の
熱
を
取
り
出
す
熱
交
換
器
の
入
口
に
お
け
る
温
度
及
び
流
量

ハ

主
要
な
機
器
内
に
お
け
る
液
位

六

原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
に
関
す
る
次
の
事
項

イ

含
有
す
る
放
射
性
物
質
の
濃
度

ロ

圧
力

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
設
計
基
準
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
状
況
を
把
握
し
、
及
び
対
策
を
講
ず
る
た
め
に

必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
、
設
計
基
準
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
環
境
下
に
お
い
て
、
十
分
な
測
定
範
囲
及
び
期
間
に
わ
た
り
監

視
及
び
記
録
で
き
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
反
応
度
制
御
系
統
及
び
原
子
炉
停
止
系
統
）

第
六
十
二
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
通
常
運
転
時
に
お
い
て
、
燃
料
の
許
容
設
計
限
界
を
超
え
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
反
応
度
を
制
御
で
き
る
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
反
応
度
制
御
系
統
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

制
御
棒
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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二

制
御
棒
の
炉
心
か
ら
の
飛
び
出
し
、
又
は
落
下
を
防
止
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

制
御
棒
の
反
応
度
添
加
率
は
、
原
子
炉
停
止
系
統
の
停
止
能
力
と
併
せ
て
、
想
定
さ
れ
る
制
御
棒
の
異
常
な
引
き
抜
き

が
発
生
し
て
も
、
燃
料
の
許
容
設
計
限
界
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

通
常
運
転
時
に
予
想
さ
れ
る
温
度
変
化
、
キ
セ
ノ
ン
の
濃
度
変
化
、
実
験
物
の
移
動
そ
の
他
の
要
因
に
よ
る
反
応
度
変

化
を
制
御
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
原
子
炉
停
止
系
統
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

制
御
棒
に
よ
る
二
以
上
の
独
立
し
た
系
統
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

イ

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
未
臨
界
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
御
棒

の
数
に
比
し
当
該
系
統
の
能
力
に
十
分
な
余
裕
が
あ
る
と
き
。

ロ

原
子
炉
固
有
の
出
力
抑
制
特
性
が
優
れ
て
い
る
と
き
。

二

運
転
時
に
お
い
て
、
原
子
炉
停
止
系
統
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
燃
料
の
許
容
設
計
限
界
を
超
え
る
こ
と
な
く
試
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験
研
究
用
等
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
低
温
状
態
に
お
い
て
未
臨
界

を
維
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
原
子
炉
停
止
系
統
の
う
ち

少
な
く
と
も
一
つ
は
、
速
や
か
に
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
少
な
く
と
も
一

つ
は
、
低
温
状
態
に
お
い
て
未
臨
界
を
維
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

一
本
の
制
御
棒
が
固
着
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
前
二
号
の
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

３

制
御
棒
は
、
運
転
時
に
お
け
る
圧
力
、
温
度
及
び
放
射
線
に
つ
き
想
定
さ
れ
る
最
も
厳
し
い
条
件
の
下
に
お
い
て
、
必
要

な
物
理
的
及
び
化
学
的
性
質
を
保
持
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

制
御
棒
を
駆
動
す
る
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
特
性
に
適
合
し
た
速
度
で
制
御
棒
を
駆
動
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

制
御
棒
を
駆
動
す
る
た
め
の
動
力
の
供
給
が
停
止
し
た
場
合
に
、
制
御
棒
が
反
応
度
を
増
加
さ
せ
る
方
向
に
動
か
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

制
御
棒
の
落
下
そ
の
他
の
衝
撃
に
よ
り
燃
料
体
、
制
御
棒
そ
の
他
の
設
備
を
損
壊
す
る
こ
と
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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５

制
御
棒
の
最
大
反
応
度
価
値
及
び
反
応
度
添
加
率
は
、
想
定
さ
れ
る
反
応
度
投
入
事
象
に
対
し
て
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン

ダ
リ
及
び
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
等
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
破
損
せ
ず
、
か
つ
、
炉
心
の
冷
却
機
能
を
損
な
う
よ
う
な
炉
心
、
炉
心

支
持
構
造
物
又
は
原
子
炉
容
器
内
部
構
造
物
の
損
壊
を
起
こ
さ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

原
子
炉
停
止
系
統
は
、
反
応
度
制
御
系
統
と
共
用
す
る
場
合
に
は
、
反
応
度
制
御
系
統
を
構
成
す
る
設
備
の
故
障
が
発
生

し
た
場
合
に
お
い
て
も
通
常
運
転
時
、
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
及
び
設
計
基
準
事
故
時
に
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を

未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
低
温
状
態
に
お
い
て
未
臨
界
を
維
持
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
原
子
炉
格
納
施
設
）

第
六
十
三
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
原
子
炉
格
納
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

原
子
炉
格
納
施
設
の
内
部
に
お
け
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
の
際
の
漏
え
い
率

が
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
際
に
生
じ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
最
大
の

荷
重
に
耐
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

原
子
炉
格
納
施
設
の
開
口
部
に
は
、
気
密
性
の
扉
を
設
け
て
い
る
こ
と
。
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三

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
の
際
に
原
子
炉
格
納
施
設
か
ら
気
体
状
の
放
射
性
物
質

が
漏
え
い
す
る
こ
と
に
よ
り
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
、
当
該
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低
下

さ
せ
る
設
備
を
設
け
て
い
る
こ
と
。

２

前
項
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
属
す
る
原
子
炉
格
納
容
器
は
、
定
期
的
に
漏
え
い
率
試
験
が
で
き
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
属
す
る
原
子
炉
格
納
容
器
を
貫
通
す
る
管
に
は
、
隔
離
弁
を
設
け
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
貫
通
箇
所
の
内
側
又
は
外
側
に
お
い
て
、
湿
気
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
隔
離
弁
の
機
能
が
著

し
く
低
下
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
貫
通
箇
所
の
内
側
及
び
外
側
に
代
え
、
当
該
貫
通
箇
所
の
他
方
の
側
の
当
該

貫
通
箇
所
に
近
接
し
た
箇
所
に
二
個
の
隔
離
弁
を
設
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
子
炉
格
納
容
器
を
貫
通
す
る
管
で
あ
っ
て
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は

故
障
そ
の
他
の
異
常
の
際
に
損
壊
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
（
一
次
冷
却
系
統
設
備
に
係
る
設
備
に
接
続
す
る
も
の
並
び
に

原
子
炉
格
納
容
器
の
内
側
及
び
外
側
に
開
口
部
が
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
は
、
当
該
貫
通
箇
所
の
内
側
又
は
外
側
の
当
該

貫
通
箇
所
に
近
接
し
た
箇
所
に
一
個
の
隔
離
弁
を
設
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
貫
通
箇
所
の
内
側
又
は
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外
側
に
お
い
て
、
湿
気
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
隔
離
弁
の
機
能
が
著
し
く
低
下
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
貫
通
箇

所
の
他
方
の
側
の
当
該
貫
通
箇
所
に
近
接
し
た
箇
所
に
一
個
の
隔
離
弁
を
設
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
子
炉
格
納
施
設
に
属
す
る
安
全
設
備
に
係
る
管
そ
の
他
隔
離
弁
を
設
け
る
こ
と
に
よ

り
安
全
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
管
又
は
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
支
障
が
な
い
管
に

は
、
隔
離
弁
を
設
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
準
用
）

第
六
十
四
条

第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
、
第

三
十
二
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
（
第
一
項
た
だ
し
書
き
を
除
く
。
）
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
九
条
及
び
第

五
十
三
条
の
規
定
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
高
速
炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
二
十
一
条
中
「
燃
料
体
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
燃
料
体
、
試
験
用
燃
料
体
又
は
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
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施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。


